
平成19年度総合周産期母子医療センター研修事業



新生児蘇生プログラム普及 信州モデル

地域周産期センター
インストラクターによる講習会 地域周産期センター

総合周産期母子医療センター
インストラクター養成

各産科病院・診療所

地域周産期センター 地域周産期センター

各産科病院・診療所

各産科病院・診療所 各産科病院・診療所



日本周産期・新生児医学会学会公認新生児蘇生講習会（NCPR)
都道府県別受講者数(/出生1000）

(平成20年4-9月受講者数/平成18年度出生数×1000)



長野県立こども病院
総合周産期母子医療センターの役割

1. 地域の周産期医療施設とのネットワーク作り

2. 産科医・小児科医・助産師・看護師の育成

3. 療育、教育と連携した成長、発達フォローアップと在宅支援



極低出生体重児フォローアップシステム
長野県青少年家庭課

1.個別発達評価（新版Ｋ式発達検査）

修正1歳6カ月・3歳で主治医からの依頼により保健所でも実施

2.極低出生体重児フォローアップ手帳の交付

健診受診状況・支援状況を就学までフォローアップをつなげる

3.極低出生体重児の把握とフォローアップ台帳の作成

総合周産期母子医療センターで台帳を集積、県全体の現状を把握


